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アプリ連携とは？
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アプリ連携とは

アプリ連携機能を使うと、kintoneの「関連フィールド」と同様の「別のkintoneアプリと連携してデータを表示」が可能になります

連携元

連携先

連携元

連携先



アプリ連携の設定
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アプリ連携の設定

①アプリ連携をクリック

②「アプリ連携の新規作成」
ボタンをクリックします
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アプリ連携の設定

①アプリ連携の名称を設定して
ください。この名称を使って様々
なシステム連携を今後行ってい
きますので、慎重に検討してくだ
さい。

②連携元アプリ（メイン）を選
択してください。

③連携先アプリのkintoneアプリ
URLを入力してください

④連携先アプリのAPIトークンを
入力してください⑤このボタンで入力した情報が

正しいか事前にご確認いただけ
ます

⑥アプリ同士を連携する為の設定を行います。

■ビジュアル設定をご利用の場合
一度⑤までを実施後、「登録」ボタンをクリック
して設定を保存してください。連携元、連携先
アプリの情報を保存後、ビジュアル設定がご利
用可能になります。

■クエリを直接記述する場合
「クエリを直接記述する」タブを選択して、連携
クエリを入力してください。

⑦登録ボタンをクリックすると設
定が保存されます



ビジュアル設定で連携を設定する
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アプリ連携の設定

①連携先のフィールドからデータ
の接続に利用するフィールドを選
択してください

②連携元のフィールドからデータ
の接続に利用するフィールドを選
択してください

③結合の条件を記述します

④取得したデータの並び順を設
定します

⑤取得した結果の上限データ
件数を設定してください

※注意
ビジュアル設定ではkintoneのクエリ機能の全てを利用出来る訳ではありません。この設定画
面で実現が難しい連携設定の場合は、「クエリを直接記述」でクエリ内容を記載ください。



「クエリを直接記述」での連携クエリの書き方
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連携クエリの書き方

「連携先アプリ」の紐付けフィールドコードを記載。

このフィールドが「連携元アプリ」のフィールドコードと紐

付けを示します

{#連携元アプリのフィールドコード#} を記載。

{#～#}がPDF作成時に実際の連携元のフィールド値に置換され、紐付け

フィルターとして動作します。

また数字であれば {#連携元アプリのフィールドコード#} と記載しますが、

文字の場合は “{#連携元アプリのフィールドコード#}” と半角ダブルコー

テーションでくくります。

※サイボウズ様公式サイトでのクエリ詳細説明ページはこちら
https://cybozu.dev/ja/kintone/docs/overview/query/

https://cybozu.dev/ja/kintone/docs/overview/query/
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連携クエリの書き方

設定が正常であれば、帳票デザイ
ナーのグループ選択でアプリ連携の値
が表示されるようになります

この後の使い方はサブテーブルと同様
の設定方法が御利用いただけます
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